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炎軟膏ポリシダールの注入を行ったこ．乾乳は搾乳間隔

延長法によった．分陣後は初乱闘の終る時に第1回の稗

充を行い10～12　日後に再鑑倹盃をする．治礫投花

乱したもの5虎の中1頭が初孔期の縛りに乳房のlユ椚長を

来たした．異常たく佗乱したもの7頗中2頭（4分扉）

が初乳終了期に孔房肺眼を来たした．この中1例比分娩

後すぐ乳現管ロが狭さくして拝礼困難であった．しかし

この1例むのぞいて早闇に治頂されたため治癒している．

乳用の始めと籍　に孔中の白血球故が多くC・軋T．実施

上江豊が必rつでおろナて今回の成増からは肇に判定を狂わ

す程でたし、と思われろ．

（別　冶墳成笑Jの判定

孔房炎の両かトトi■引在った丹　例について連日C．M．T．

な行たった1；・相ンさ叫化が鋭敏に把握でき極めて有効

でもった・処・こ；竺‥材∫1‥力であった場合には出日中にC皿T．

が「鮒三とたる・しかし再発かハし許は染の場合には轟め

て急裾てンーから十にン・王化すろ・ある種皮慢性化した例で

加わ十■1ここよる症状の改師かそくとも漸次快方に向って

行くのか・亡くわかり・か三つ桐花によって全治出来た．

ン這全にう・’雄三化していろ老牛では長川問治頒しても剰員が

ノ・㌧一・1‾：■’パリリ1ことカ：よくわ1・り，淘火1た

とっつ布力た1⊥■iHとたった．処ト・■，二として∴ベニンリノ6UU

万一中位筋定．九．■★財沃骨つ■こ入，ド∵ミ7㌧／－′ここンリン

薇つ注入を行った．

4．■　　む　　す　　ぴ

乳房炎のL⊆与＝かj′1号L牛つTj三㌍：てこ．：・1．で．〇7・り：沌1み

たが・‾せい一一こけたにエろ潜在件礼毎炎の轡空‥H瑚′；：1三

によろ孔扉の射り悠・毀▲長j三：章し手言上1良子‡つ一・二舅三‥：乞∴

聞r■二叫と初孔望了：jfつ：：’今・清や1・■（Tlの刊：・モこ：日子つて¶

位で有効であった．

圧一夫の・；L房炎封‾策H雄※㍑た野外＝ニラ！・弄法がたかったた

き・‥発着二洋の、fi－r」：モ：′二止り‥その功六つ打たも臨床悠壮つ

消失・：二基づいてしへた・江‘．j床il三二三ナこつイ∴巧をミ管見陽も罪とする

とイ・：j勢を・卜退・牲化せしわ‡・∠・九一量二低下させ迂∴1：畑年去托

如くするに至る．

今後はストリップカップ・消奉液の普及と共に簡易診断

法の利片目でより－Jせい枚糞・定期放資を㌍施して潜在性

乳房炎の早期発見．早期治頑をはかると勘に常時乳房の

健康状態を把握■して乳房の正確な管理を行う必要がある

乳用仔牛育成法に関する　試験

吉田武義・佐藤　　寛

川村信夫

（福島鬼畜試）

1．　甘　え　が　き

乳用仔牛の哺乳期陶は，6ケ月でその間約1．000～

1・500町の全乳と脱脂乳が必要とされてレトる．哺乳最

の大半をしめる脱脂乳は・乳用仔牛の育成上欠かすこと

ができないとされているが．脱胎乳の入手が困難を状態

であるので－乳の代用として市販されている人工乳を用

い全乳を節約して，仔牛を純帝的にしかも発育に悪影響

がない効果的な育成法を技術的に確立する必要がある．

このため全乳を早期に人工乳に切かえ介場合の人工乳

の時期別給与根一発青陵・経済性等に不明な点があって，

農家への普及上聞確が多いので昭和88年匿にかいて，

人工乳による乳用仔牛の育成方法■経済効果等について

試験を行ったのでその成績を報告する．

2　実験材料および方法

1　供試牛

東京都内の搾乳専業牧場上少ホルスタイン種8頭を靡

入し・生后20日前后のものを・1区は全乳給与量80

叫・2区は全乳給与董190町とし両区夫々4頗づつに

区分して・昭和88年8月10日上カ12月〇日竃で

188日間試験を行った，

2．供試飼料

供試飼料の成分および価格は表1のとお少である．人

工乳はA社製とB社製を・カー7ミール前期および后期

はA社製とC社製を幼牛配合はÅ社製をそれぞれ使用し，

エンシレージと牧乾草は当場産のものを用いた．
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巧l長　供武飼料一つ戊分及び価格

成 分
水分
租 祖

師肪

粗 粗

可溶

性無 換算 換算 k ダ当

：娼 蛋白 繊維 灰分 無應

物
D C f T D N 価 格

人 工乳 A 旺 1 5叩 1 1 0 鼠0 凰0 象8 ▲鼠0 9 1 0 8 瓦4 13m U円

■　　 ト圧 1 20 8 L O 8 6 且○ 8 0 4 1．5 2 8 0 7 まき118 0

カーフミール 1哩
亨．し 1 餌 量8 0 已○ 4．8 8 0 5 m 0 1 8 9 d a T On O

〝　　 C 汁 l eO ℡8 g 8 8 空．0 4．5 1 8 0 g L l 0 8 P 87 0

カづ ト ル宮裡
1 ％ l q 8 鼠○ 1 5 8 0 l A 8 1 8 8 7 丘0 ぬ る

〝　　 C 祉 ト帥 9 ⊥○ a l 4．9 8 4 与え○1 8 0 O n l 8致0

幼 辛　 酸．合 1 史0 1 1 0 1 0 l ■ 8 0 さ℡．0 l t ℡ 8 1 1 き7．7

8．飼料給与法

飼判の給与体系は第1回のとおりである．

小　金乳は試験開始工少1区は56日まで，2区は

77日まで・哺乳11とK応じて1日1－8回に分け

40度前后に加温して給与した・

【2）人工乳は・1度托7日から91日まで－2区は8

日から84日まで6－8倍の温湯に稀釈し・全乳人

工乳共に哺乳器を用いて絵与した・

（31カーフミール前期は両区とも8日から70日まで■

各区毎に1日1回給与し　筏塙に工　給与故を加減

した．

仰　カーフミール后期は・両区とも60日から120

日まで，1区はA社製粉状のものを2区はC社製べ

レツ†状のものを，カーフミール前期と同様の給与

を行った．

rSl　幼牛配合は・両区とも120日よわ1日引回給与

し舟

【6）乾草は・当場産2番刈オーチヤードグラスの乾草

10　20　80　40　50　60　70　80　00　1001101201801401bOl仰170180

第1回　試験牛飼料摂取状況

を用いて・1日1回秤侵して草架で給与し舟・

4．畜舎および管理

い　畜舎は・既設独房を改虚し巾4－⊃奥行8．6mとし

両区は4頭毎詳飼して■運動は雨天の811月以降

を除いて畜舎に接続する運動場で自由に連動させた

（2）手人は■定期的に凋2回行い軍に牛体の汚染の状

態によって適宜水洗した・

13〉　体各部の剰偏用い毎月9日午前10時定期的に実

施し舟．

さ．賦　験　成　績

1．発育度

両区の発育経過を体高・体長・胸渓・胸巾・体責の5

部門について月別に「ホルスタイン種正常発育曲線と比

較し介が，体高の推移は第9回のとか少で，1区は望月

令から4月令にかけて・又2区は2月令から8月令にか

けていちぢるしい伸びを示し・終了時にかいては1区は

平均値を上狛つオ発育をしたが・9区は5月令以后発育

が鈍化して平均値をやゝ下梱っている・
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腐2図　体高の推移

7月
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体長の推移托第3回のとかカで・両区とも平均偶を下

廻っていかが3月令から4月令にかけていちちるしい伸

ひを示し■特に1区は5月令から6月令にかけてよくの

ひて終了時には平均値を上廻っている・
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1区　平均一一一一一
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第3回　体長の推移

胸深の推移は，第4図のとおりでl区は5月令まで順

調に深さを増し，又2区は8月令から4月令にかけてい

ちちるしく深さを増し舟が・両区とも5月令后半より発

育が鈍化し，終了ここど・1術平均†烏を下如っている・・

1　　2　　き　　4　　　5　　8　　　7月

上始っている・

体重の推移は・6医　のとか少で2月令から4月令にか

けてよく増休しれ）；5月令后半よお鈍化して・終ア時に

かいては平均値をやゝ下梱っている・

晩始時および前月を100とする増体指数は第2表の

とお少で，1区は開始后已ヶ月（月令1．6月～2・6月）

が鹿高の増体檜数を示し，2区は開始后1ケ月（′1令

0．6月～1．6月）が最高の増休指数を示している・

r■

．】0・

発育標準平均・

1区平均・＝・一一．

2　区　平均．－－．

1　　　　　　3　　　4　　　5　　　8　　　7月

第5図　的　巾の推移

発育悍準平均　－－

1区平均・1－－－．

免　区平均・－－・

第4回　胸床の推移

胸巾の推移は第5匝】のとかカで両区とも併行して8月

令から4月令にかけてよく発育し・終了時まで平均値を

第2表　開始時および前月を100とする増体指数

1　　2　　　8　　　4　　　5　　　8　　　7月

第8圏　体　重の推移

．開　 始 ：開始時 1 ケ　 月 l ヶ 月 ト　 8 ケ 月 4　ケ　 月 8　 ケ　 月 ■　 0 ．ケ 月

！時 日令　 体 重　J
巨体垂 ・指叡　 体禾 l 櫛

体重 ！指数 体重 i 指数 体 硯 l 指数 体電 指数

l 区 全仏0士 7 7

l

4 8 8 ○凰○
l凱■8

0 4．8
l
l 1包ま3

18へ7
148 8

l恥 l
17皿7

llh l
18乱丁

10t O

士 L 4 土色○ 士H i l犯 1 士1．8 士t O 士魚0 士1已8

g 区

信 也 。

l

4 8 5

士L 7

8 7 食

士乱匂
14t 8

0 8 1

士▲○
l

14h O
12t 2

土色○
1訂■丁

14t ℡

士8 望
118 さ

181 0

1色欄
118 4
1仲 島

士1丘8
108 1



210
東北鎧等研究　第7号

第8表　増体状況

増体状況は，第8葬のとか少で1区は1日当少平均増

体量755．7g・2区は787．7gとやゝ少なくなってh

る．1叫の僧体に姜した飼料費は・1区が218円6銭

で2区は包87円18銭とやゝ多く費している・

区 別 増体量

1 日

平 均

増体量

増休指数
l K州書体忙要 した l K j珂身体に零

した飼料 費D C P T I）が

1 区
1租 ！
士12．1 75h T g tO h 8 朗はg 糾14 g ℡1 8 円 0 1 践

℡　区 1漁 0士17 8 7∽ 7 g 机喩7 581 g ヅ88 g
℡8 7 円 0 8 捜

2．飼判の消費最

飼利の横取鮫は4表のとおりである

第4表1頻当少飼割隣取嵐（削平均リ

区 穫 鎖

別

全　　　 乳 人　 工　 乳 カーフ ミール 肌朋 カー フ　 ニール后 期 幼 牛 配 合

l I D C P T I）N り D C P T D N ム■ D C fl T 】）N l f D C P T D N 嵐事
D C P I T I）N

1　 区 78 80 L l℡丁 1L lO aL 41 t ℡a 級 別 舶日用 8 40 ℡8 76 181 1 別日は 10乳8℡ 13諷1 18 80 84．1立

l　 区 椚札1 8 6仰 lt 18 31．01 8 0 tl 弘 9 4 仙 鵬 lL 18 弘 51 l望L ‡ 望⊥85l 鵬 81 1仙 ○ 18 88 8＆44

自　家 配 合 乾　　　 曹 サ イ　レ ー ジ 合　 計

l l D C f■ T I）N ▲事 D O P T I）N ▲■ D C fl T I〉N
♀諾

さえ0 8 7 1 81 38 2 98 3 lh 82 lla 58 19 8 0 8 7 8 la 1 3
8 1 2 8 Kg

4 1 4．4 ○

5 鼠○ 8 7 1 丸 さ○ 皇昭 島 18 80 r 日日柑 118 号 8 7 2 14．4 9
旦旦且と

1 9 1 8 4

8．慮済効果

1鯛当りの飼利賀は，1区28．680円2区

25．582円を褒し舟が飼利賀のうち自給動詞貴を差引

くと，1区21．000円2区包8．000円となる．

4．考　　察

1．胸廃と体重にかいては平均値舌下梱ったが・体高

体長陶巾は平均値を上地力，生乳育成積に比して劣らな

いよい結果が得られた・

乱　カーアモール給与勘に入って軟便を排泄したが・

螢青の渋滞はみられなかったので・生梓的なものと解釈

してよいでろろ，．

8．1頒当りの飼制製が高くなっているので・更に飼

利発の低減を計らなけ九はならない．

4．簾業牌通の改撃が進む忙従って乳用仔牛の共同育

成事巣が増加することが予想できるし・又多頭数飼養へ

の規模拡大の努めには限定され舟収容力の中で市接蛙費

を節減して育成を行わなければならないので・更に追試

を重ねて早期雌乳，生草の早期給与が発育忙及ぼす影博

およびその様済性を追求して，乳用仔牛育成拍遍抱針を

整えたい・

野草放牧地における黒毛和種（若雌牛）の濃厚飼料

補給の有無による発育比較試験

早川博文・高橋久男

菊池武昭・川代マキ

（東北農試）

1．　　　ま　え　が　さ

野草地放牧による放牧牛の発雷は・植生・放牧強度・

輸撲法・放牧桂験・牛の品種等によ少多少異なるが，－

椴に人工草地放牧より劣少・l日当少増体熊でみ九は

200－400g程度しか期待できないの‾亡，補助飽窮

を給与して●その効果を挟肘し・t舟放牧後台飼期にか

ける発育への影響をみた・


